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主なデータソースを挙げ，それがどのよ
うなものか説明してください。データを
⾃ら収集しますか，あるいは第三者を
通じて提供を受けますか︖
個⼈情報やその他の機微な情報を含
みますか︖

プロジェクトの結果に影響しうるデータ
ソースの制約はありますか︖
以下の点を考慮しましょう︓
> データの収集，組み⼊れ／除外，
分析，アルゴリズムにおけるバイア
ス

> データのギャップや⽋落
> データの出所と品質
> チーム構成など意思決定に影響
を与えるその他の問題

他組織にデータを提供する予定があり
ますか︖提供する場合の提供先は︖
データを⼀部でも公開する予定があり
ますか︖公開する場合の条件は︖

当該分野やプロジェクトに適⽤される
倫理規範はありますか︖データの利⽤
を規律する法律，指針その他の規制
はありますか︖それらの規制により，ど
のような要件が課されますか︖
以下の点を考慮しましょう︓法の⽀配，
⼈権，個⼈情報保護，知的財産
権とデータベース権，差別禁⽌法，
データ共有，（保健医療，雇⽤，
課税などの）特定分野に特有の指針，
規制および倫理規範・フレームワーク

データをどこから⼊⼿しましたか︖デー
タは何らかの組織によって作成された
ものですか︖あるいは個⼈から直接収
集されますか︖
このプロジェクトのために収集された
データあるいは別の⽬的で収集された
データのいずれですか︖
データの利⽤許可その他の利⽤のた
めの根拠を得ていますか︖データソー
スは今後どのような権利を有します
か︖

このプロジェクトのためにデータを収集・
利⽤する主要な⽬的は何ですか︖
主なユースケース（活⽤事例）は何
ですか︖ビジネスモデルどのようなもの
ですか︖
社会に利益をもたらしますか︖またそ
の利益は誰に，どのようにしてもたらさ
れますか︖
このプロジェクトの結果は，既存の製
品やサービスを置き換えるものです
か︖

⼈々（とくにその⼈に関するデータが
利⽤される⼈や，データの利⽤によっ
て影響を受ける⼈）はプロジェクトの
⽬的を理解していますか︖
プロジェクトの⽬的を説明しましたか︖
その説明は明確でしたか︖
社会的に弱い⽴場にある個⼈または
集団の理解をどのように確保します
か︖

プロジェクトによってプラスの影響を受け
るのはどのような個⼈，集団，属性，
組織ですか︖またその影響はどのよう
に⽣じますか︖
プラスの影響をどのようにして評価し，
伝えていますか︖どのようにしてプラス
の影響を増やすことができますか︖

このプロジェクトによってマイナスの影響を受
ける可能性があるのは誰ですか︖
データの収集，利⽤，共有の⽅法によっ
て，個⼈に危害が⽣じたり再識別のリスク
にさらされる可能性はありますか︖個⼈の
ターゲティング，プロファイリングや個⼈に偏
⾒を持たせたり，アクセスの不当な制限
（例︓排他的な条件）のために利⽤され
る可能性はありますか︖
制限やリスクはどのように説明されますか︖
以下の点を考慮しましょう︓誰に関する
データか，データの対象となる⼈々，データ
利⽤によって影響を受ける⼈々，データを
利⽤する組織

危害を最⼩限に抑えるために，どのよ
うな措置をとることができますか︖
データソースの制約をどのようにして低
減できますか︖個⼈情報やその他の
センシティブ情報をどのようにしてセキュ
アに保管しますか︖
プロジェクトの有する潜在的なマイナス
の影響についてどのように評価・報告・
対処していますか︖
これらのアクションは，プロジェクトにど
のような利益をもたらしますか︖

⼈々はどのようにしてにプロジェクトに関
わることができますか︖
⼈々はどのようにして情報の訂正，不
服申⽴てまたは製品／サービスの変
更を要請することができますか︖また
要請できる範囲に制限はありますか︖
不服申⽴ての仕組みは合理的でわか
りやすいものですか︖

このプロジェクトについて，どの程度
オープンにできますか︖
⽅法論，メタデータ，データセット，
コード，インパクト測定値を公開でき
ますか︖
プロジェクトに関するフィードバックを同
僚に求めることができますか︖それを組
織内でどのように伝えますか︖
このキャンバスに対するあなたのアクショ
ンと回答を率直に公開しますか︖

プロジェクトにより影響を受ける⼈々の
思考，考えやそれらの⼈々についての
考慮をルーティンとして取り⼊れていま
すか︖またそれはどのようにしてです
か︖
⼈々がデータの問題を理解できるよう
にするためには，どのような情報やト
レーニングが必要となりますか︖
⻑期的に発⽣するデータの問題に対
応するためのシステム，⼿順，リソー
スが準備されていますか︖

データ倫理の問題は，どのように継続
的に評価，監視，議論され，アク
ションがとられますか︖
このキャンバスへの回答は，どれくらい
の頻度で⾒直され，更新されます
か︖またそれの時期はいつですか︖

このプロジェクトを進める前に，どのよう
なアクションを⾏いますか︖優先すべき
アクションは何ですか︖
それらのアクションには誰が責任を持ち，
誰の関与が必要ですか︖
あなたのアクションとこのキャンバスへの
回答を率直に公開しますか︖



データエシックスキャンバス データエシックスキャンバスとは？ 
データエシックスキャンバスは，データを収集，共有，利活用するすべて
の人のためのツールです。 

データを用いたプロジェクトのスタートだけでなく，全体にわたって倫理
的問題の特定および対処に役立ちます。 

データを用いたプロジェクトに関する重要な問題を問うよう促します。た
とえば次のような問題があります： 
・このプロジェクトにおいてデータを利活用することの一次的な目的は何
か？ 
・このプロジェクトによって負の影響を受ける可能性があるのは誰か？ 

データエシックスキャンバスは，プロジェクトの大きさや範囲に関係なく
すべてのコンテクストに沿う倫理ガイダンスを作るためのフレームワーク
を提供します。 

出典 
データエシックスキャンバスは，デジタルコンテンツテクノロジーADAPT
センターによって作られた，あらゆるプロジェクトにおける倫理的課題を
検討するためのより一般的なフレームワークであるエシックスキャンバス
を基にしています。ADAPTセンターのエシックスキャンバス自体は，ア
レックス・オスターワルダー（Alex Osterwalder）氏によるビジネスモデ
ルキャンバスを基にしています。

データエシックスとは？ 

オープンデータインスティテュートによれば，データ
エシックスは次のように定義されます： 

「倫理学の一分野で，データの収集，共有，利活用
によって，市民および社会に対し不利益 adversery 
impact を与えるおそれのあるデータプラクティスの
評価を行うもの」 

データエシックスは，データの収集，利活用および
共有の方法に関する良いプラクティスに関わります。
特に，データアクティビティが市民および社会に対し
て直接または間接に影響を与えるおそれがある場合
に，重要となります。 

たとえば，自動化されたデータモデルは，住宅ローン
の審査や，保険加入の審査についても判断を行う可能
性があります。そして，どのようなデータを収集する
か̶また排除するか̶についての判断は，社会におけ
る諸集団に影響を与えてしまうおそれがあります。 

データエシックスは〔プロジェクトの〕あらゆる段
階において位置づけられなければなりません： 
・データの収集，運用，共有という，データ管理の
段階 
・商品およびサービス，分析および観察 insights，
または言語情報および視角化情報という形式におい
て，当該データから情報を生成する段階 
・経験および理解を伴う複数のソースから得られた情
報に基づいて行動を決定する段階

データエシックスキャンバスを使う
べき理由は？ 

プロジェクトの計画を改善する 
データエシックスキャンバスは，プロジェクトの冒頭から潜在
的なリスクや影響を考慮するのに役立ちます。このキャンバス
は，プロジェクトの目標，意図，およびインパクトに関する議
論を促し，また，より広い倫理的課題，関連する法律，および
規制について考えるのに役立ちます。 

インパクトと信頼を向上させる 
データエシックスキャンバスを用いることで，バイアスを解消
しながらよりよい商品およびサービスをデザインすることがで
きます。このキャンバスは，データアクティビティが与える可
能性のある影響を精査し，また，市民および社会に対するあら
ゆる悪影響を軽減することに役立ちます。 

他の倫理ガイドラインの補完 
データエシックスキャンバスは，あらかじめひとつの結果のみ
を意識することなくプロジェクトに付随するリスクを選り出す
のに役立ちます。また，ひとつのタイプのデータアクティビ
ティがどのようにして，背景，目的および関連する組織次第で
さまざまな結果や帰結をもつことがあるかを描き出します。 

長期的にデータエシックスを運用する 
データエシックスキャンバスは，データエシックスの運用方法
および議論方法，また，プロジェクトに関する倫理フレーム
ワークとガイダンスを作る方法を示します。さらに，自身の組
織内でのデータ問題についての感受性を向上させるのに役立ち
ます。

プロジェクトをはじめる前
に 

誰を参加させるかを考える 
自組織内の人々から（もし可能であれば）プロ
ジェクトによって影響を受ける人々に至るま
で，幅広い観点をもった人々を参加させること
を推奨します。 

リーダーを参加させる 
データエシックスキャンバスを実行するプロセ
スに年配者を参加させ，生じうる決定や変更に
ついてサポートを得ましょう。 

データリテラシーを考慮する 
データエシックスキャンバスを実行する前に，
データリテラシーおよびキータームに関する導
入セッションを開催し，プロジェクトの背景に
ついて人々の理解を促進することができます。 

データエシックスキャンバ
スの使い方 

このキャンバスは，どこから始めてもよく，各セ
クションをどの順番で実行しても構いません。 

各セクションについて，時間をとって自分なりの
回答を考えてみてください。回答を付箋にメモし
ておき，セクションを進めながらそれらを守り
続けることが役に立つでしょう。可能であれ
ば，自分の対応を他の人と共有し議論してみてく
ださい。 

このキャンバスを完了した場合には，次のステッ
プの概要をまとめ，各アクションについて責任者
を置くようにしてください。 

可能であれば，そうした議論をよりひろく共有
しましょう。 

ヒント 
・自分のメモとアクションを記録しておくのに
オープンデータインスティテュートのオンライン
テンプレートを利用してみましょう。 

・幅広い人々とともにデータエシックスキャンバ
スを実行してみましょう。 

・その場で生まれる可能性のあるあらゆるパ
ワーダイナミクスに敏感でありましょう。

次にどうするか？ 
データエシックスキャンバスを完了することは，チームま
たは組織がデータを扱う方法を変革するための出発点で
す。このキャンバスの多くを実行するために，次のことを
推奨します： 

・できるだけひろく，特にそのプロジェクトのデータの収
集，共有，利活用方法によって影響を受ける人と，キャン
バスを実行するうえで得られたメモとアクションを共有し
ましょう。 

・自分のアクションに向けた進捗を見直しましょう。 

・データエシックスキャンバスに対する自分の回答を見直
し，更新しましょう。たとえば，四半期ごとや，プロジェ
クトの重要な局面ごとに。 

・プロジェクトの最後に，振り返りや評価を行うことで，
キャンバスへの自分の回答を見直し，将来の仕事に役立て
ましょう。 

データエシックスキャンバスに関する考えや意見は，
policy@thodi.org 宛にて，オープンデータインスティ
テュートと共有することができます。 

データエシックスキャンバスは theodi.org/data-ethics-
canvas でも利用できます。このサイトでは次のものにも
アクセスできます： 

・印刷用のデータエシックスキャンバス 

・印刷の補完用の/の代わりのオンラインテンプレート

オープンデータインスティテュートの変
革論 

私たちはデータを管理する人びと，データを用いてものを作る人びと
が，好影響をもたらすよう行動してほしいと考えています。 

データの倫理的な利活用は，信頼の向上，および最善の経済的・社会的
成果をもたらすのに役立ちます。 

私たちはデータが恐れられたり，ひそかに集められたりする未来を避け
たいと考えています。あらゆる人のためにデータが役立ってほしいと考
えているのです。 

データエシックスキャンバスは，データ
の収集，共有，利活用を行うすべての人
のためのツールです。 

これは，プロジェクトのスタートと全体
にわたって，倫理的問題を特定し，対処
するのに役立ちます。これによってあら
ゆるコンテクストに沿った倫理的指針を
生み出すためのフレームワークを得るこ
とができます。


